
(57)【要約】

【課題】白内障患者の医療機関への通院負担を軽減させ

ることのできる診療システムを提供することにある。

【解決手段】通院中の他科と連携して、眼科で選択した

白内障治療薬を他科で処方投薬する事で、眼科への通院

を回数を減らすことが可能となる。情報処理装置に入力

した、所定の自覚症状リスト・所見リストおよび前回眼

科通院日から次回通院先決定する。入力したデータは電

子メールで眼科へ送信され、眼科でもそれらをチェック

する。眼科通院間隔の最長期間を設定すれば、白内障治

療が眼科不在で進行することはない。異常な自覚症状あ

るいは前眼部症状がある時はカメラ付き携帯電話で即時

に眼科へ連絡し、眼科の管理下において治療する。

【選択図】　　　　図１

JP 2004-102785 A 2004.4.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
眼 科 医 療 機 関 （ 病 院 の 眼 科 ， 眼 科 専 門 病 院 お よ び 眼 科 標 榜 診 療 所 を 含 む ） が 、 他 の 医 療 機
関 （ 病 院 の 眼 科 以 外 の 科 お よ び 眼 科 を 標 榜 し な い 診 療 所 を 含 む ） と 連 携 診 療 を 行 う た め に
、 他 の 医 療 機 関 受 診 時 に 、 所 定 の 自 覚 症 状 リ ス ト ， 所 見 リ ス ト お よ び 前 回 眼 科 医 療 機 関 通
院 日 か ら 、 次 回 通 院 先 を 決 定 す る 白 内 障 連 携 診 療 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
眼 科 医 療 機 関 （ 病 院 の 眼 科 ， 眼 科 専 門 病 院 お よ び 眼 科 標 榜 診 療 所 を 含 む ） が 、 薬 局 と 連 携
診 療 を 行 う た め に 、 薬 局 来 店 時 に 、 所 定 の 自 覚 症 状 リ ス ト お よ び 前 回 眼 科 医 療 機 関 通 院 日
か ら 、 次 回 眼 科 通 院 日 を 決 定 す る 白 内 障 連 携 診 療 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 白 内 障 治 療 の た め の 通 院 負 担 を 軽 減 す る 診 療 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
白 内 障 患 者 は 薬 物 療 法 の た め 月 に 数 回 眼 科 医 療 機 関 （ 以 後 眼 科 と 表 記 ） へ 通 院 し て 、 眼 底
検 査 ， 細 隙 灯 顕 微 鏡 検 査 等 を お こ な い 、 処 方 箋 の 発 行 あ る い は 投 薬 （ 以 後 処 方 投 薬 と 表 記
） を 受 け て い る 。 ま た 、 数 ヶ 月 に 一 度 の 屈 折 検 査 ， 調 節 検 査 等 の 視 力 検 査 を 受 け る 。 手 術
療 法 を 含 め 白 内 障 の 治 療 は 他 の 疾 患 が な け れ ば 、 眼 科 単 独 で お こ な い 他 の 医 療 機 関 （ 以 後
他 科 と 表 記 ） と の 連 携 は し な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
中 高 年 者 の 中 に は 、 通 院 に 他 者 の 介 助 を 必 要 と し た り 、 自 立 で 通 院 可 能 な 者 で も 患 家 と 医
療 機 関 の 距 離 に よ っ て 徒 歩 、 自 転 車 で の 通 院 が で き な い 場 合 も あ る 。 自 動 車 の 運 転 が で き
な け れ ば 公 共 交 通 機 関 を 利 用 し た り 、 公 共 交 通 機 関 の 便 の 悪 い と こ ろ で は タ ク シ ー 等 を 利
用 す る な ど 、 通 院 に 多 大 な 負 担 を 要 し て い る 。 複 数 の 医 療 機 関 に 通 院 す れ ば そ の 負 担 は さ
ら に 増 大 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 医 療 機 関 の 連 携 は 、 内 科 で 糖 尿 病 治 療 し て い る 患 者 の 眼 底 検 査 を 眼 科 で お こ な っ た
り 、 白 内 障 薬 物 療 法 を し て い る 患 者 の 白 内 障 手 術 を 他 の 眼 科 で お こ な う 等 、 自 院 で の お こ
な え な い 医 療 行 為 を 他 の 医 療 機 関 で お こ な う 目 的 の 連 携 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 っ て 、 白 内 障 患 者 の 多 く が 中 高 年 で あ り 、 複 数 の 医 療 機 関 に 通 院 し て い る 者 も 少 な く な
く 、 多 大 な 通 院 負 担 を 要 し て い る 。 ま た 、 患 家 と 医 療 機 関 が 遠 く 離 れ て い る な ど 眼 科 だ け
の 通 院 に も 多 大 な 負 担 を 要 し て い る 者 も い る 。 本 発 明 は 白 内 障 患 者 の 眼 科 へ の 通 院 負 担 を
軽 減 さ せ る こ と の で き る 診 療 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 問 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 眼 科 単 独 で お こ な わ れ て い る 白 内 障 薬 物 療 法 を 他
科 あ る い は 薬 局 と の 連 携 診 療 す る こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 連 携 診 療 を 受 け る 患 者 は 、 眼 科 へ は 数 ヶ 月 に 一 度 だ け 通 院 し 、 そ の 間 は 月 に 数 回
他 科 で 白 内 障 治 療 薬 の 処 方 投 薬 を 受 け 、 あ る い は 薬 局 で 薬 剤 を 購 入 す る 。 治 療 薬 剤 は 眼 科
で 選 択 し 、 他 科 ， 薬 局 に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
他 科 あ る い は 薬 局 で は 毎 回 患 者 か ら 所 定 の 自 覚 症 状 リ ス ト の 各 項 目 を 聴 取 し 、 他 科 に お い
て は 所 見 リ ス ト の 各 項 目 も 収 集 し て 、 そ れ ら の デ ー タ と 前 回 眼 科 通 院 日 を 情 報 処 理 装 置 に
入 力 し 、 次 回 通 院 先 あ る い は 次 回 眼 科 通 院 日 を 決 定 し 患 者 に 指 示 を す る 。 他 科 お よ び 薬 局
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に 患 者 が 自 覚 症 状 の 確 認 が 容 易 に な る よ う 視 力 表 、 簡 易 視 野 検 査 表 を 設 置 す る 。 入 力 さ れ
た デ ー タ は 電 子 メ ー ル で 眼 科 へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 全 て の 白 内 障 患 者 を 対 象 に し た も の で は な い 。 眼 科 へ 通 院 中 の 患 者 で 、 白 内 障
以 外 に 治 療 す べ き 疾 患 が な く 、 連 携 診 療 を 望 む 患 者 が 対 象 と な る 。 そ の 他 、 通 院 負 担 が 大
き く 他 科 へ 通 院 中 で あ る が 眼 科 へ 通 院 し て い な い 白 内 障 患 者 あ る い は 医 療 機 関 に 通 院 せ ず
薬 局 で 白 内 障 治 療 薬 を 購 入 し て い る 白 内 障 患 者 を 対 象 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 実 施 例 １ 】
現 在 眼 科 へ 白 内 障 薬 物 療 法 で 通 院 し 、 心 臓 疾 患 治 療 で 内 科 へ 通 院 中 の 患 者 が 本 シ ス テ ム を
希 望 し た 場 合 、 通 院 中 の 内 科 に 次 回 通 院 先 を 決 定 す る こ と の 可 能 な 情 報 処 理 装 置 を 設 置 す
る 。 内 科 受 診 時 に 眼 科 か ら 指 示 の あ る 白 内 障 治 療 薬 を 処 方 投 薬 し 、 所 定 の 自 覚 症 状 リ ス ト
， 所 見 リ ス ト お よ び 前 回 眼 科 通 院 日 の 各 デ ー タ を 情 報 処 理 装 置 に 入 力 す る 。 情 報 処 理 装 置
内 で 前 回 眼 科 通 院 日 か ら の 経 過 日 数 を 計 算 し 、 設 定 さ れ て い る 眼 科 通 院 間 隔 の 最 長 日 数 と
経 過 日 数 の 差 が 十 四 日 以 内 な ら 眼 科 を 通 院 先 に 指 定 し 、 そ れ 以 外 は 情 報 処 理 装 置 内 に あ る
眼 科 に 通 院 す べ き 症 状 の 組 み 合 わ せ デ ー タ と 入 力 さ れ た デ ー タ を 照 合 し 、 合 致 す る も の が
あ れ ば 通 院 先 に 眼 科 を 指 定 す る 。 情 報 処 理 装 置 に 入 力 さ れ た デ ー タ か ら 通 院 先 を 眼 科 に 指
定 す る こ と で 眼 科 受 診 の 必 要 な 時 を 見 逃 す こ と が な い 。 、
【 ０ ０ １ １ 】
異 常 な 自 覚 症 状 を 訴 え る 時 、 あ る い は 前 眼 部 に 顕 著 な 異 常 所 見 が あ る 時 は 情 報 処 理 装 置 に
所 定 デ ー タ を 入 力 す る こ と な く 、 即 時 に 眼 科 へ 連 絡 し 指 示 を 受 け る 。 前 眼 部 異 常 所 見 の 時
は カ メ ラ 付 き 携 帯 電 話 等 で 撮 影 し た 前 眼 部 写 真 を 眼 科 へ 送 信 し 、 眼 科 の 判 断 材 料 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
自 覚 症 状 に も 所 見 に も 異 常 が な い 時 は 、 デ ー タ を 即 日 送 信 す る こ と な く 、 本 シ ス テ ム 利 用
患 者 の 所 定 デ ー タ を 月 末 等 に 眼 科 へ 一 括 し て 電 子 メ ー ル で 送 信 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
眼 科 受 診 時 の 眼 科 学 検 査 の デ ー タ お よ び 白 内 障 治 療 薬 の 変 更 の 有 無 を 内 科 へ 電 子 メ ー ル で
送 信 す る 。 白 内 障 以 外 の 眼 科 疾 患 が み つ か っ た 場 合 は 、 そ の 疾 患 が 治 癒 す る ま で 眼 科 通 院
が 必 要 と な り 連 携 診 療 は 中 断 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
眼 科 通 院 間 隔 を 最 長 三 ヶ 月 と 設 定 し 、 三 ヶ 月 に 一 度 の 眼 科 通 院 を お こ な う と す れ ば 、 患 者
が 本 シ ス テ ム 利 用 前 に 、 毎 月 二 回 眼 科 お よ び 内 科 へ そ れ ぞ れ 通 院 し て い た 場 合 、 ふ た つ の
医 療 機 関 へ の 通 院 合 計 は 毎 月 四 回 で 、 三 ヶ 月 合 計 は 十 二 回 に な る 。 本 シ ス テ ム 利 用 後 は 内
科 へ の 通 院 回 数 は 変 わ ら な い が 、 眼 科 へ の 通 院 が 減 り 、 三 ヶ 月 の 通 院 合 計 は 五 回 減 り 七 回
と な り 、 通 院 負 担 は 大 幅 に 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 実 施 例 ２ 】
視 力 障 害 の 他 に 治 療 す べ き 疾 患 が な い た め 医 療 機 関 に 通 院 す る こ と な く 、 薬 局 で 白 内 障 治
療 薬 を 購 入 し て し て い る 者 が 、 本 シ ス テ ム で の 治 療 を 望 む 場 合 は 、 眼 科 で 視 力 障 害 の 原 因
が 白 内 障 と 診 断 さ れ た の ち 本 シ ス テ ム の 対 象 と な る 。 薬 局 で の 所 見 デ ー タ は 収 集 せ ず 自 覚
症 状 の 把 握 度 を 高 め る こ と に 努 め る 。 眼 科 通 院 日 を 実 施 例 １ と 同 様 に 薬 局 設 置 さ れ た 情 報
処 理 装 置 で 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 連 携 診 療 シ ス テ ム 利 用 し て 、 他 科 で 処 方 投 薬 す る 、 あ る い
は 薬 局 で 治 療 薬 を 購 入 す れ ば 、 白 内 障 薬 物 療 法 の 為 眼 科 へ 通 院 す る 回 数 を 減 少 さ せ る こ と
が 可 能 と な り 、 現 在 白 内 障 薬 物 治 療 中 の 患 者 に は 通 院 負 担 が 軽 減 さ れ 、 白 内 障 に 罹 患 し て
い て も 通 院 負 担 が 大 き い た め 眼 科 通 院 を あ き ら め て い た 者 に も 少 な い 負 担 で 眼 科 通 院 が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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ま た 、 他 科 あ る い は 薬 局 で 視 力 表 ・ 簡 易 視 野 検 査 表 を 利 用 し て 視 覚 の 自 己 管 理 が 習 慣 と な
る こ と で 、 全 身 症 状 へ の 関 心 が 高 ま る こ と が 期 待 さ れ る 。 他 科 が 家 庭 医 の 立 場 に あ る 医 師
で あ れ ば 、 患 者 の 全 身 症 状 ば か り で は な く 生 活 環 境 を も 熟 知 し て い る た め 、 白 内 障 の 手 術
時 期 を 決 定 す る に 重 要 な 情 報 を 提 供 さ れ る こ と が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ 】
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